
●令和２年11月１日発行／発行所・蕨市役所
●10月１日現在人口：75,704人  前月比  －97人
　世帯数：39,975　　   人口密度：14,814人／㎢
●蕨市の面積　5.11㎢

2020/令和２年
わらび・840

～今月の特集～
◦アーティスト動画
　　　　配信プロジェクト……２
◦わらび市政スポット…………４
◦蕨市庁舎建替えへ……………６

広報WARABI

～今月の表紙～　サツマイモ掘り
　さつき保育園の３・４歳児クラスの子
どもたちが、錦町の畑でサツマイモ掘り
に挑戦。お芋も笑顔も大豊作でした。



民
に
よ
る
文
化
芸
術
活
動

が
活
発
に
行
わ
れ
て
い
る

蕨
市
。
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
動
画
配
信

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
は
、
第
１
弾
の

募
集
で
54
団
体（
プ
ロ
21
、ア
マ
33
）

も
の
皆
さ
ん
が
申
し
込
み
、
続
々

と
配
信
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
（
配

信
済
み
10
団
体
）。
ぜ
ひ
、
コ
ロ

ナ
禍
で
も
消
え
る
こ
と
の
な
い
、

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
皆
さ
ん
の
創
作

活
動
に
か
け
る
熱
い
思
い
か
ら
生

ま
れ
た
、
多
彩
で
す
ば
ら
し
い
作

品
に
触
れ
、
明
日
へ
の
活
力
に
つ

な
げ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ
＝
生
涯
学
習
ス
ポ
ー

ツ
課
（
緯
433
・
７
７
２
９
）

市 アーティスト動画配信
プロジェクト！！ in Warabiとは

動画続々配信中！

文化芸術の力で元気を

　コロナ禍で活動の場が制限されてい
る市内の文化芸術の担い手を支援する
とともに、市民の皆さんに文化芸術に
触れる機会を提供するた
め、２回にわたって募集
を行い、動画を配信して
います。

　今年はほとんどの大会が中止
になりましたが、リモートで練
習を続けるなど気を落とさずに
がんばってきました。６年生最
後の発表の場として全力で挑ん
だダンスをぜひ見てください。

コロナに負けず
踊りきりました

D-D-Crew

佐
さ

竹
たけ

 太
た

一
いち

 さん
錦町１丁目・12歳

　コロナ禍で気が重く、心が内
に籠もりがちですが、御覧くだ
さる皆様へのエールとなるよう、
思いを込めて歌いました。この
動画が元気を出して前を向いて
歩く一助になれたらと思います。

モニターの先に
思いを届けたい

fufu

日
ひ

野
の

原
はら

 希
き

美
み

 さん
北町４丁目・46歳

　このような場を用意していた
だいてありがたいです。動画で
は70歳ぐらいの人向けに選曲し
ましたので、カラオケに行けな
くても、青春を思い出して口ず
さんでくれるとうれしいです。

視聴者が思わず
口ずさむ選曲に

南町たんぽぽ団

根
ね

岸
ぎし

 正
まさ

人
と

 さん
南町４丁目・61歳

出演者の皆さんからのメッセージ
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※
こ
の
ほ
か
、
第
２
弾
と
し
て
先
月
末
ま
で
募
集
し
た
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
動
画
も
随
時
配
信
。
最
新
情
報
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
御
覧
く
だ
さ
い

配信動画一覧（10月末現在）
アーティスト ジャンル 発表内容・出演者（プロのみ。敬称略・順不同）

T.Nこれくしょん 軽音楽 歌とアコースティックギター演奏
e・GA 軽音楽 歌とアコースティックギター演奏
D-Bits Kidsチアダンス チアダンスパフォーマンス
D-D-Crew Kidsダンス ダンスパフォーマンス

Bracken Quartet 音楽（器楽・ピアノ） サクソフォン、クラリネット、パーカッション、ピアノ演奏
小林瑞希、池田めぐみ、遠藤理史、粕谷友美

ペリドット 音楽（声楽・ピアノ） ソプラノとピアノ演奏　山舘昌代､ 髙野眞由美､ 金原智子
Shally 音楽（器楽） アシッドジャズの演奏
Sunday Island Orchestra 音楽（バンド演奏） ラテンフュージョンの演奏
ＤＭＷ HipHopダンス ダンスパフォーマンス
Tsusan 軽音楽 ギター弾き語り

今後配信予定
Avanzare 音楽（声楽・ピアノ） バリトンとピアノ演奏　野村光洋、高瀬さおり
fufu 音楽（歌・和太鼓・ピアノ）歌、和太鼓、ピアノ演奏　日野原希美、藤本ゲン
岡田美和 音楽（ピアノ） ピアノ演奏　岡田美和
秋山幸生 音楽（器楽） リュート演奏　秋山幸生
前田真梨子with西村匠平trio 音楽（器楽） ジャズの演奏　西村匠平、前田真梨子　他
Duo RinRion 音楽（器楽・ピアノ） ヴァイオリンとピアノ演奏　中村美音、城奈央子
ペペ田代 音楽（器楽） クラシックギター演奏　ペペ田代
林枝里 音楽（器楽） クラリネット演奏　林枝里
智内威雄 音楽（ピアノ） ピアノ演奏　智内威雄
若林正 朗読 朗読「蕨の昔話」　若林正
JiJi Trio 音楽（器楽・ピアノ） ヴァイオリンとピアノ演奏　野口咲、井川知海、武田梨瑠
M’s project 映像 ショートムービー　寺下鮎美　他
蕨市「彩の花」 生け花 生け花とフラワーアレンジメント　小林幽霞　他
トロワ・ドォ・クール 音楽（器楽） ヴァイオリンとサックス演奏　高村姫夏理、茂呂貴洋子、李玲花
山舘兄孟・谷向早
～オーボエ・ピアノデュオ～ 音楽（器楽・ピアノ） オーボエとピアノ演奏　山舘兄孟、谷向早

音楽詩劇研究所／河崎純 舞台芸術 音楽、舞踊などの舞台芸術　河崎純、田中亞弥
静謐天籟 舞台芸術 和太鼓演奏及び舞踏の演舞　井上啓　他
須藤孝 軽音楽 ギター弾き語り　須藤孝
ＹＫＪ 軽音楽 歌、アコースティックギター、ドラム演奏　若生康治　他
南町たんぽぽ団 軽音楽 バンド演奏
読み聞かせじゃんけんぽん 絵本の読み聞かせ 紙芝居「蕨の成年式ものがたり」
Super Okaaaん 音楽（合唱） 合唱
埼玉県立蕨高等学校軽音楽部 軽音楽 バンド演奏
ＴＡＫＡＹＵＫＩ 音楽（ピアノ） ピアノ演奏
こばやしみゆきDuo 軽音楽 歌とギター演奏
Ｎ＆Ｗ 軽音楽 歌とアコースティックギター演奏
ピアロードファミリーバンド 軽音楽 バンド演奏
裕太郎 軽音楽 歌とアコースティックギター演奏
ゆるコレ ハーバリウム ハーバリウム制作
埼玉県立蕨高等学校音楽部 音楽（合唱） 合唱
埼玉県立蕨高等学校音楽部＆吹奏楽部 音楽（合唱・吹奏楽） 合唱と吹奏楽の合同演奏
DLL dance school ダンス ダンスパフォーマンス
ナープア　ミノアカリノ フラダンス フラダンス
リル・ホーリーホックbyミッキー ダンス ダンスパフォーマンス
ロイヤルグラデーションbyミッキー ダンス ダンスパフォーマンス
新井梓 音楽（エレクトーン） エレクトーン演奏
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実
現
に
向
け
、
地
域
ぐ
る
み
で
取

り
組
み
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

　

手
話
に
関
し
て
は
、
手
話
通
訳

者
の
派
遣
や
養
成
の
ほ
か
、
市
民

向
け
の
講
習
会
の
拡
充
や
学
校
で

の
体
験
教
室
の
開
催
な
ど
、
環
境

整
備
や
理
解
促
進
に
努
め
て
き
ま

し
た
。
こ
う
し
た
取
り
組
み
を
更

に
促
進
さ
せ
よ
う
と
、
現
在
、
条

例
制
定
に
向
け
た
取
り
組
み
を
進

め
て
い
ま
す
。
昨
年
度
に
は
準
備

委
員
会
を
発
足
。
計
３
回
に
わ
た

る
話
し
合
い
の
末
、
こ
の
度
、
条

例
案
が
ま
と
ま
り
ま
し
た
。

　

条
例
案（
右
囲
み
参
照
）で
は
、

手
話
が
言
語
で
あ
る
と
の
認
識
に

基
づ
き
、
手
話
に
対
す
る
理
解
や

を
理
解
し
合
う
言
語
と
し
て
、
た

い
せ
つ
に
育
ま
れ
て
き
ま
し
た
。

一
方
、
長
い
間
、
言
語
と
し
て
認

め
ら
れ
ず
環
境
が
整
え
ら
れ
な
か

っ
た
た
め
、
ろ
う
者
は
不
便
や
不

安
を
感
じ
て
い
ま
し
た
。
２
０
０

０
年
以
降
、
障
害
者
の
権
利
に
関

す
る
条
約
や
障
害
者
基
本
法
を
は

じ
め
、
手
話
を
言
語
と
す
る
法
整

備
が
進
み
、
理
解
は
広
が
り
つ
つ

あ
る
も
の
の
道
半
ば
の
状
況
で
す
。

　

市
で
は
こ
れ
ま
で
、
障
害
の
あ

る
人
と
な
い
人
が
地
域
で
支
え
合

い
、
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
の

　

聴
覚
に
障
害
の
あ
る
人
は
、
全

国
に
約
30
万
人
い
る
と
い
わ
れ
、

そ
う
し
た
か
た
た
ち
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
手
段
の
一
つ
と
し
て

手
話
が
あ
り
ま
す
。
手
話
と
は
、

手
指
や
体
の
動
き
、
表
情
な
ど
を

組
み
合
わ
せ
て
表
現
す
る
言
語
の

こ
と
で
、
ろ
う
者
（
※
）
が
日
常

生
活
で
使
用
し
て
い
ま
す
。

　

日
本
で
は
、
京
都
の
ろ
う
学
校

で
約
１
４
０
年
前
に
は
使
わ
れ
て

い
た
と
い
う
記
録
が
あ
り
、以
来
、

手
話
は
ろ
う
者
に
と
っ
て
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
り
、
気
持
ち

ろ
う
者
が
日
常
で
使
う
手
話

意
思
疎
通
図
る
重
要
な
言
語

地
域
一
体
で
取
り
組
み
推
進

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
に

※ろう者＝耳が聞こえない人々のうち、主に手話言語でコミュニケーションをとって日常生活を送る人々

特　集

らび
まちの情

報を

発信しま
す

市政スポ
ット

手
話
言
語
条
例
の
制
定
へ

　
　
　
　
　

取
り
組
み
を
推
進

01

　ここ４、５㌻では、特集・わらび市政スポッ
トとして、今年度、市が進めている取り組みの
中から、２つの事業についてお伝えします。

←

◇ 

手
話
を
言
語
と
定
義
し
、
理
解
の
促
進
、
普
及
を
図
る

◇ 

パ
ブ
リ
ッ
ク
・
コ
メ
ン
ト
を
今
月
16
日
か
ら
実
施

◇ 

ご
意
見
な
ど
を
踏
ま
え
て
来
年
３
月
の
制
定
を
目
指
す

Point

手話への理解を深め、支え合えるまちに

蕨市手話言語条例（案）
（前文）･･･一部抜粋

‥･手話が言語であるとの認識に基づき、全
ての市民が手話を理解し、地域で支え合い、
手話を使って安心して暮らすことができる蕨
市を目指し、この条例を制定します。

（市の責務）･･･要約

・�手話に対する理解の促進、普及、使いやす
い環境の整備を図る
・�ろう者の自立した生活及び社会参加の促進
のため、必要な施策を講ずる

（市民の役割）･･･要約

・基本理念に対する理解を深める
・�手話に関する市の施策の推進に協力するよ
う努める
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っ
て
は
、
希
望
者
全
員
の
受
け
入

れ
が
難
し
い
た
め
、
今
夏
に
公
募

を
実
施
。
そ
の
結
果
、
北
小
と
西

小
の
児
童
を
対
象
に
し
た
定
員
40

人
の
民
間
留
守
家
庭
児
童
指
導
室

（
キ
ッ
ズ
ク
ラ
ブ
北
町
）を
北
町
３

丁
目
に
増
設
す
る
こ
と
が
決
定
し

ま
し
た
。
運
営
事
業
者
は
特
定
非

営
利
活
動
法
人
三
楽
。
市
内
で
は

キ
ッ
ズ
ク
ラ
ブ
蕨
中
央
（
中
央
７

丁
目
）と
キ
ッ
ズ
ク
ラ
ブ
塚
越（
塚

越
７
丁
目
）で
実
績
が
あ
り
ま
す
。

　

市
で
は
今
後
、
来
年
４
月
の
開

設
に
向
け
て
、
整
備
に
対
す
る
必

要
な
支
援
を
行
う
と
と
も
に
、
そ

の
後
の
運
営
に
関
し
て
も
補
助
を

行
っ
て
い
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
＝
児
童
福
祉
課
（
緯

433
・
７
７
５
８
）

し
、
来
年
３
月
の
制
定
に
向
け
て

取
り
組
み
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

全
て
の
人
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
へ
。
ご

意
見
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
＝
福
祉
総
務
課
（
緯

433
・
７
７
５
４
）

預
か
り
す
る
留
守
家
庭
児
童
指
導

室
。
増
加
す
る
利
用
ニ
ー
ズ
に
応

え
る
た
め
、
こ
こ
５
年
間
で
９
室

の
増
設
を
進
め
て
き
ま
し
た
（
右

下
グ
ラ
フ
）。
し
か
し
、地
区
に
よ

普
及
の
促
進
を
図
る
と
と
も
に
、

ろ
う
者
が
手
話
を
使
っ
て
安
心
し

て
暮
ら
せ
る
よ
う
、
環
境
整
備
を

進
め
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
全
て
の
市
民
が
手
話

を
理
解
し
、
地
域
で
支
え
合
う
ま

ち
に
な
る
よ
う
、
市
の
責
務
や
市

民
の
役
割
を
明
記
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
、
市
で
は
パ
ブ
リ
ッ
ク
・

コ
メ
ン
ト（
下
囲
み
参
照
）を
実
施

　

仕
事
な
ど
の
理
由
で
、
放
課
後

等
に
保
護
者
が
不
在
の
児
童
を
お

来
年
４
月
北
町(

３
丁
目)

に
増
設

民
間
留
守
家
庭
児
童
指
導
室

02
←

◇ 

北
小
・
西
小
児
童
が
対
象
で
定
員
40
人

◇ 

１
室
増
設
に
よ
り
市
内
で
計
19
施
設
に

Point

こ
こ
５
年
間
で
９
室
の
増
設

ニ
ー
ズ
に
応
え
て
更
に
１
室

ここ５年間で９室増
来春には更に１室増

留守家庭児童指導室の推移

18室＋１室（来春）

９室

2015.4 2020.4

三学院
子育地蔵

北小学校

市役所仮設庁舎
市役所

（建替え中）

市立病院

保健センター
子育地蔵

市役所仮設庁舎

N

中山道本町通り

国道17号

中山道本町通り

国道17号

キッズクラブ北町

蕨市手話言語条例（案）について
ご意見をお聴かせください

　提出＝所定の様式（福祉総務課、
市民活動推進室、各公民館、図書館、
市ホームページで入手可）に必要事
項を記入し、郵送、FAX、メール、
持参で今月16日～12月７日に同課
（緯433・7754　捌444・2949　糸
fsarvice@city.warabi.saitama.jp）

　私たちろう者にとって、手話は心
と心が通じ合う最適なコミュニケー
ション手段です。蕨では長年にわた
り手話講習会が開催され、熱心な受
講生もおおぜいいらっしゃいますが、
まだまだ普及への取り組みが必要で
す。条例制定を機に、より多くの皆
さんに理解を深めていただき、いつ
の日か、いたるところで手話が使え
るまちになることを願っています。

蕨市聴覚障害者協会
手話言語条例

制定準備委員会委員長

進
しん

藤
どう

 ちどり さん

手話の理解普及へ
条例の制定に期待

蕨手話サークル／活動日＝木曜
日（中央公民館）と土曜日（東
公民館）　小学生以上で興味の
ある人は、わらびネットワーク
ステーション（緯445・7256）へ

お気軽に
ご参加を

市内３か所目の民設民営の施設に（写真はキッズクラブ蕨中央）

キッズクラブ北町
ところ＝北町３丁目
定員＝40人
対象＝北小・西小の１
年～６年生　※西小に
は車でお迎え。
申し込み・詳細＝特定
非営利活動法人三楽
（緯048・229・0140）
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写
真
で
見
る
　

　
過
去
の
庁
舎

　

現
庁
舎
は
昭
和
39
年
、
当
時
は

珍
し
い
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
の

地
上
４
階
、
地
下
１
階
で
建
て
ら

れ
、
市
制
施
行
５
周
年
の
式
典
に

合
わ
せ
落
成
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
は
、
入
口
へ
の
ス
ロ
ー

プ
の
設
置
な
ど
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化

を
進
め
た
り
、
け
や
き
の
木
の
植

樹
な
ど
で
緑
あ
る
景
観
に
し
た
り

と
、
時
代
の
移
り
変
わ
り
と
と
も

に
変
化
し
て
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
拠
点

と
し
て
だ
け
で
な
く
、
ド
ラ
マ
の

撮
影
や
お
祭
り
の
会
場
な
ど
に
も

使
わ
れ
、
蕨
市
の
象
徴
と
し
て
そ

の
役
割
を
果
た
し
て
き
ま
し
た
。

　市庁舎の建替えに伴い、市政を
支え続け、蕨市を見守ってきた現
庁舎は先月、56年の歴史に幕を閉
じました。ここでは過去の写真と
ともに、その歴史を振り返ります。

蕨市と歩んだ56年の歴史に幕

蕨市庁舎建替えへ

現
庁
舎
落
成
記
念
の
式
典
の
様
子

（
昭
和
39
年
撮
影
）

完
成
間
近
の
現
庁
舎

（
昭
和
39
年
撮
影
）

昭
和
３
年
に
建
設
さ
れ
た
旧
庁
舎

（
昭
和
32
年
撮
影
）

昭
和
39
年
に
完
成
の
現
庁
舎

広報WARABI　6



入
口
の
ス
ロ
ー
プ
な
ど
も
な
か

っ
た
現
庁
舎（
昭
和
54
年
撮
影
）

館
銘
板
を
持
つ
賴
髙
市
長
と
前
川

議
長（
令
和
２
年
10
月
23
日
撮
影
）

手
書
き
で
事
務
を
行
っ
て
い
た

市
民
課
窓
口（
昭
和
43
年
撮
影
）

市役所機能の移転について
　市役所は現在、仮庁舎（市民会館）と仮設庁舎などに機能を移転しています。それぞれのフロア
図は以下のとおりです。ご不便をおかけしますが、ご協力お願いします。なお、今後の新庁舎建
設に関することは市ホームページを御覧ください。問い合わせ＝庁舎建設室（緯420・8866）

仮
庁
舎（
市
民
会
館
）　
中
央
４
︱

21
︱

29

仮
設
庁
舎　
北
町
２
︱

８
︱

８

北小学校
萬寿屋

新川屋

近江屋

歴史民俗
資料館

川口信用金庫

商工会議所

セブンイレブン

中央公民館

至蕨陸
橋

駅前
通り

県道
蕨停
車場
線（
市役
所通
り）

国
道
17
号
線

北小学校
萬寿屋

新川屋

近江屋

歴史民俗
資料館

川口信用金庫

商工会議所

セブンイレブン

中央公民館

至蕨陸
橋

駅前
通り

和楽備神社

県道
蕨停
車場
線（
市役
所通
り）

中
山
道
本
町
通
り

中
山
道
本
町
通
り

国
道
17
号
線

市役所 駐車場

臨時
駐車場

仮庁舎（市民会館）
仮設庁舎

和楽備神社

臨時第２駐車場

仮
設
庁
舎
の
外
観

仮
庁
舎
の
外
観

　

老
朽
化
が
著
し
い
こ
と
、
現
行

の
耐
震
基
準
を
満
た
し
て
お
ら
ず
、

災
害
対
応
に
支
障
が
生
じ
る
こ
と

な
ど
か
ら
、
市
庁
舎
は
現
在
地
で

の
建
替
え
が
決
定
し
て
い
ま
す
。

新
庁
舎
建
設
の
基
本
理
念
は
「
―

歴
史
・
文
化
を
活
か
し
『
未
来
の

蕨
』
を
創
造
―
人
と
環
境
に
や
さ

し
く
、
市
民
に
親
し
ま
れ
、
安
全

で
コ
ン
パ
ク
ト
な
庁
舎
」。
誰
も

が
利
用
し
や
す
い
新
庁
舎
を
目
指

し
事
業
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

建
替
え
に
伴
い
、
市
役
所
機
能

を
９
月
に
は
市
民
会
館
に
整
備
し

た
仮
庁
舎
に
、
先
月
に
は
新
設
し

た
仮
設
庁
舎
に
移
転
し
ま
し
た
。

そ
し
て
、
現
庁
舎
で
の
全
て
の
業

務
が
終
了
し
た
先
月
23
日
に
は
閉

庁
式
を
開
催
。
蕨
市
役
所
の
館
銘

板
が
取
り
外
さ
れ
、
そ
の
役
目
を

終
え
た
現
庁
舎
に
大
き
な
拍
手
が

送
ら
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
56
年
に
も
わ
た
る
長

い
間
、
市
政
を
支
え
続
け
た
現
庁

舎
は
そ
の
歴
史
に
幕
を
閉
じ
ま
し

た
。
今
後
、
市
で
は
令
和
５
年
秋

の
新
庁
舎
開
庁
に
向
け
、
着
実
に

事
業
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

新
庁
舎
建
設
へ
着
実
に
前
進

現
庁
舎
の
　
　
　

　
閉
庁
式
を
開
催

7　広報WARABI
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情報ダイヤル
掲載は無料。申し込みは

秘書広報課（緯433・7703）へ

▼
Ｔ
ａ
ｅ　

Ｂ
ａ
ｌ
ｌ
ｅ
ｔ　

Ｓ
ｔ

ｕ
ｄ
ｉ
ｏ　

蕨（
バ
レ
エ
）　

月
３
回

木
曜
日　

キ
ッ
ズ
＝
午
後
４
時
半　

ジ
ュ
ニ
ア
Ｂ
＝
午
後
５
時　
ｖ
ａ（
作

品
ク
ラ
ス
）
＝
午
後
６
時
・
午
後
７

時
半　

ジ
ュ
ニ
ア
Ａ
＝
午
後
６
時
半

北
町
公
民
館
≪
松
田
・
緯
080
・
１
１

１
６
・
５
５
０
０
≫

▼
カ
ン
フ
ー
（
中
国
武
術
）
ク
ラ
ブ

土
曜
日　

午
前
11
時
・
午
後
５
時　

中
央
東
小
学
校　

５
歳
以
上　

月
３

０
０
０
円
≪
長
塚
・
緯
080
・
６
２
５

３
・
９
８
９
８
≫

▼
南
囲
碁
ク
ラ
ブ　

火
曜
日　

午
前

９
時
半　

南
公
民
館　

無
料　

詳
し

く
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
確
認
く
だ

さ
い
≪
山
本
・
緯
432
・
４
５
４
３
≫

▼
楊
名
時（
太
極
拳
）　

土
曜
日　

午

後
２
時
半　

蕨
駅
東
口
駅
前
ラ
・
セ

ー
ヌ
ビ
ル　

月
４
５
０
０
円
≪
浦
島・

緯
224
・
５
９
１
５
≫

▼
蕨
北
町
サ
ッ
カ
ー　

土
・
日
曜
日
・

祝
日　

北
小
学
校　

年
中
～
小
学
生

月
１
５
０
０
～
２
０
０
０
円
（
未
就

学
児
は
年
２
０
０
０
円
）
活
動
時
間

要
確
認
≪
小
泉
・
緯
090
・
４
９
４
８
・

５
９
３
６
≫

●
仲
間
に
な
り
ま
せ
ん
か

　蕨市消防本部と蕨防火協会が開催する防火ポスター展。市内７小学校から応募された258作品のうち、
入賞10作品が、９日から15日まで蕨駅みどりの窓口前に展示されます。ここではその一部を紹介します。

～全国統一防火標語～「その火事を 防ぐあなたに 金メダル」

小学生の作品が蕨駅に

防火ポスター展
秋　の

11
９

11
15

火災予防運動週間

石
いし

黒
ぐろ

 和
かず

志
し

さん
東小学校３年

銀賞 伊
い

藤
とう

 蔵
くら

之
の

介
すけ

さん
北小学校６年

銀賞照
てる

山
やま

 愛
あ

紗
さ

さん
北小学校３年

銅賞 鈴
すず

木
き

 孝
こう

佑
すけ

さん
北小学校５年

銅賞

【消防長賞】

　鈴
すず

木
き

 隼
しゅん

佐
すけ

さん（北小学校３年）

【防火協会長賞】

　北
きた

川
がわ

 瑛
えい

涼
すけ

さん（北小学校２年）

【消防長賞】

　吉
よし

田
だ

 琥
こう

政
せい

さん（東小学校４年）

【防火協会長賞】

　堀
ほり

内
うち

 菜
な

月
つき

さん（東小学校４年）

低学年の部

和
わ

栗
ぐり

 実
み

桜
お

さん
東小学校３年

金賞

　ステーキを焼くときに
勢いよく上った炎に怖さ
を感じ、きれいなだけで
ない火の危険な面が伝わ
るように描きました。

高学年の部

國
くに

井
い

 柚
ゆず

花
か

さん
北小学校６年

金賞

　絶対になくなってほし
くないものまで奪う火事
の恐ろしさを表現するた
め、炎の色やグラデーシ
ョンを工夫しました。
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▼
デ
ッ
サ
ン
ク
ラ
ブ
イ
ー
ス
ト　

第

１
・
３
木
曜
日　

午
前
10
時　

東
公

民
館　

成
人
男
女　

３
か
月
６
０
０

０
円　

初
心
者
で
も
大
歓
迎
で
す
≪

東
公
民
館
・
緯
442
・
４
０
５
２
≫

▼
ザ
・
ド
ラ
ゴ
ン
キ
ッ
ズ
（
武
術
太

極
拳
）　
水
曜
日
＝
午
後
６
時
半　

土

曜
日
＝
午
後
１
時　

北
小
学
校　

月

２
５
０
０
円
か
ら
（
入
会
金
は
１
０

０
０
円
）
※
家
族
割
あ
り
。
未
就
学

児
も
参
加
可
≪
青
木
・
緯
090
・
７
２

７
７
・
６
７
４
６
≫

▼
ね
こ
の
み
み
（
お
し
ゃ
べ
り
で
ふ

れ
あ
い
交
流
）　
月
１
回　

正
午　

市

内　

５
０
０
円
≪
北
田
・
緯
432
・
８

５
０
１
≫

▼
和
楽
備
ス
ト
レ
ッ
チ
・
脳
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
＆
ラ
ジ
オ
体
操　

絆
の
会　

月
・
水
・
金
曜
日　

午
前
６
時
15
分

城
址
公
園（
市
民
会
館
裏
）≪
平
田
・

緯
080
・
４
１
７
９
・
６
９
０
７
≫

▼
蕨
塚
越
サ
ッ
カ
ー
ス
ポ
ー
ツ
少
年

団　

土
・
日
曜
日
・
祝
日　

東
小
学

校
か
塚
越
小
学
校　

月
２
５
０
０
円

年
長
～
小
学
生
≪
浦
野
・
緯
090
・
４

１
３
９
・
１
３
８
２
≫

▼
高
次
脳
機
能
障
害
地
域
相
談
会

２
日（
月
）　
午
後
１
時
半　
く
る
る
≪

地
域
で
共
に
生
き
る
ナ
ノ
・
緯
090
・

４
７
５
９
・
７
１
５
６
≫

▼
蕨
断
酒
会
（
酒
害
相
談
）　

３
日

（
火
）＝
中
央
公
民
館　

13
日（
金
）＝

南
公
民
館　

19
日（
木
）＝
旭
町
公
民

館　
午
後
７
時　
語
り
合
い
の
場
≪
高

橋
・
緯
090
・
２
３
０
２
・
８
５
１
０
≫

●
参
加
し
ま
せ
ん
か

●
ご
相
談
く
だ
さ
い

▲市ホームペー
ジはこちらから
御覧になれます

　

こ
こ
で
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
関
す
る
内
容
を
お
知
ら

せ
し
ま
す
。な
お
、最
新
情
報
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
関
連
情
報

事業所向けの主な支援策（条件あり）

●小規模企業者新型コロナ対策支援事業
対象＝市内に事業所がある小規模企業者
で、蕨商工会議所の支援を受けて国に小
規模事業者持続化補助金を申請し、今年
度中に採択結果が出たもの（採択日は今
年４月１日まで遡及）※事業再開枠は対
象外。詳細はホームページで確認を。
採択時＝事業者負担分（上限25万円）を
補助。国の採択後に市に申請し、事業が
完了後、補助金額が確定してから市へ事
業報告・請求。
不採択時＝新型コロナ対策に係る経費の
３分の２（上限25万円）を補助。国の不採
択後に市に申請し、事業完
了後、市へ事業報告・請求。
詳細＝商工生活室（緯433・
7750）
●小規模企業者応援金第２弾
第１弾に続いて、追加で10万円を給付し
ます。
対象＝９月１日時点で、蕨市内で事業を
行っている小規模企業者で、今後も事業
の継続を目指し、今年２月以降の収入の
うち、最も低い月額が前年の月平均収入
（法人は前年度）より減少していること
申請・詳細＝30日までに必
要書類を添付し、原則郵送
で商工生活室（〒335－8790
中央５－14－15　緯433・7750）

個人向けの主な支援策（条件あり）

●ひとり親世帯臨時特別給付金
子育てと仕事を一人で担う児童扶養手当
の受給者などに、臨時特別給付金を支給
します。
基本給付＝１世帯５万円　第２子以降は
１人につき３万円
追加給付＝１世帯５万円　
※追加給付の対象は、新型コロナの影響
　を受けて家計が急変し、収入が減少し
　ている人です。
申請期限＝来年１月29日
※未申請のかたはお早めに
　ご相談ください。
詳細＝児童福祉課（緯433・
7757）
●一時的な資金の特例貸付／緊急小口資
金＝休業などによって、生計の維持が困
難な世帯に、最大20万円を貸し付けます。
総合支援資金＝失業などによって、日常
生活の維持が困難な世帯に、最大月20万
円を貸し付けます。期間は原則３か月以
内です。
詳細＝蕨市社会福祉協議会（緯443・
6051）

高齢者インフルエンザ予防接種（無料）

新型コロナとインフルエンザの同時流行
に備えて、接種はお早めにお願いします。
対象＝65歳以上の人など
期間＝来年１月31日まで（休診日除く）
詳細＝保健センター（緯431・5590）
※対象・医療機関はお知らせ版４㌻参照。

相談・お知らせシステム

●県民サポートセンター＝24時間、土・
日曜日・祝日も対応　☎0570・783・770
●蕨戸田市医師会新型コロナウイルス相
談センター＝月曜日～土曜日の午前９時
～午後５時　緯080・2365・8713
●埼玉県ＬＩＮＥコロナお知らせシステム
＝不特定多数の人が利用する施設や店舗
などで新型コロナ陽性者と
濃厚接触した可能性のある
人にお知らせします。詳細
は県ホームページで確認を。
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10/30（金）～11/5（木） 6（金）～12（木） 13（金）～19（木） 20（金）～26（木） 27（金）～12/3（木）
00 市政ガイド

新型コロナウイルスに
係る蕨市の対応について

市政ガイド
新型コロナウイルスに
係る蕨市の対応について

タウンタウン
蕨出身の竹下凌矢さんが

囲碁のプロ棋士に
トリックオアトリート
塚越学童のハロウィン遊び

市政ガイド
新型コロナウイルスに
係る蕨市の対応について

市政ガイド
新型コロナウイルスに
係る蕨市の対応について

05 タウンタウン
スケアード・ストレイト

交通安全教室

タウンタウンワイド

56年の歴史に幕　
蕨市庁舎閉庁式

中央小児童が
稲刈りに挑戦

アートであそぼ
お菓子の家づくり

タウンタウンワイド

蕨市自治功労者・
けやき文化賞表彰式

さくら保育園の運動遊び
市庁舎で救出訓練

タウンタウン
大学等との

連携協定を締結
10 蕨市政なう！

蕨の活性化と未来の
　　　発展に向けて推進
　　蕨駅西口再開発事業

市長の“ほっと”訪問
「捨てないアパレル」

を目指して
株式会社ニィニ

（塚越５丁目）

蕨市政なう！

進む！子育て世代に
優しいまちづくり15

20 採れたてスポット
地域の話題が

盛りだくさん

美術探訪
河鍋暁斎記念美術館

特集・ウィークリープラス
キャンプファイヤー

in 西小

特集・ウィークリープラス
アーティスト動画配信
プロジェクト!!　in Warabi

採れたてスポット
地域の話題が

盛りだくさん
30 知って得する暮らしの情報 知って得する暮らしの情報 知って得する暮らしの情報 知って得する暮らしの情報 知って得する暮らしの情報

放送時間は、毎日午前９時・
正午・午後３時・６時・９時
からそれぞれ 45 分間です。市からのお知らせ・地域の話題などをお送りします

「ハローわらび」11月の番組表CATV

都合により放映内容が変更となる場合があります　ご理解ご協力お願いします　詳細＝秘書広報課（緯433・7703）

　９月30日、囲碁の日本棋院から、蕨市出
身の竹

たけ

下
した

凌
りょう

矢
や

さん（15歳）が来年度の夏季採
用入段者としてプロ棋士になると発表があ
りました。竹下さんは塚越小学校卒で現在、
高校１年生。10月20日に同棋院で開かれた
会見では、「世界で戦える棋士になりたい
です」と、今後の抱負を語っていました。

蕨出身竹下氏プロ棋士に

　自動車や自転車による交通事故を再現し
て危険性を学ぶ「スケアード・ストレイト交
通安全教室」が、10月６日に第一中学校で
開催されました。参加した生徒と教職員の
計500人は、スタントマンの迫真の演技を
目の当たりにすることで事故の怖さを体感
し、交通安全への意識を新たにしました。

再現事故でルールを学ぶ

　中秋の名月の10月１日。くるみ保育園の
５歳児クラス30人が、お月見団子作りを行
いました。和気あいあいと、水を加えた団
子粉を練って、丸めた子どもたち。お月見
の由来を学んだ後は、先生がゆでたまんま
るのお団子を、季節の野菜や果物といっし
ょに飾り付け、収穫に感謝しました。

お月様に収穫ありがとう

ま
ち
の
話
題

こ
こ
で
は
９
月
下
旬
か
ら
10
月
下
旬
ま
で
の
話
題
を
紹
介
し
ま
す

 

ビ
デ
オ
マ
ー
ク
が
つ
い
て
い
る
話
題
は
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
で
放
映
し
ま
す
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市長　賴 髙 英 雄

市民と市長の面会日
　面会日は毎月第１木
曜日。今月は５日です。
12月は３日です。時間
は午後１時～５時を予
定しています。
　ご希望のかたは秘書
広報課（緯433・7701）
へご連絡を。

市役所の建替えに向けて
市庁舎が閉庁し、仮設へ移転

－583－

　
「
３
歳
上
の
兄
・
昊こ

う

太た

の
こ

と
が
大
好
き
な
仁
花
。
昊
太
が

幼
稚
園
か
ら
帰
る
と
、
晩
御
飯

の
時
間
ま
で
い
っ
し
ょ
に
お
も

ち
ゃ
や「
い
な
い
い
な
い
ば
あ
」

で
遊
ん
で
い
る
ん
で
す
よ
。
１

歳
を
過
ぎ
た
頃
か
ら
は
徐
々
に

歩
き
出
し
た
り
、
お
じ
ぎ
を
し

て
気
持
ち
を
伝
え
て
き
た
り
と
、

日
々
成
長
ぶ
り
を
感
じ
て
い
ま

す
。
将
来
は
名
前
の
「
仁
」
の

字
の
と
お
り
、
思
い
や
り
の
あ

る
優
し
い
子
に
な
っ
て
ほ
し
い

で
す
ね
」と
、母
親
の
美
穂
さ
ん
。

仁
に

花
か

ちゃん（１歳２か月）

土
つ ち や

屋　悠
ゆう

さん

　　　美
み ほ

穂さんの 長女
中央２丁目

　文化庁主催の「文化芸術による子供育成
総合事業」が10月８日、第二中学校で開催
されました。東京合唱協会の皆さんが合唱
やオペラ、ミュージカルなどの演目を披露。
会場は大きな拍手に包まれ、生徒たちは、
すばらしい歌声や舞台を肌で感じ、文化芸
術への関心を深めていました。

すばらしい歌声響く公演

わ
ら
び
り
ん
ご

新
商
品
販
売

　わらびりんごの商品化第２弾として、開
発を進めてきたわらびりんごシャーベット。
この度商品が完成し、先月26日からクアッ
カ（中央３－13）で販売しています。販売は
平日の午前11時から午後２時まで。価格は
350円。蕨の逸品をぜひご賞味ください。

　

市
役
所
の
建
替
え
に
向
け
て
、

先
月
ま
で
に
市
役
所
機
能
の
仮
設

及
び
仮
庁
舎
へ
の
移
転
を
終
え
、

現
市
庁
舎
は
56
年
余
に
及
ぶ
歴
史

に
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。
こ
の
間
、

窓
口
業
務
を
は
じ
め
、
多
く
の
市

民
の
皆
さ
ん
に
利
用
さ
れ
る
と
と

も
に
、
市
政
運
営
の
拠
点
と
し
て

の
役
割
を
担
っ
て
き
ま
し
た
。
ま

た
、
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
サ
ー
ビ
ス
と

し
て
、
ド
ラ
マ
や
映
画
の
撮
影
に

も
数
多
く
使
わ
れ
ま
し
た
。
私
に

と
っ
て
も
、
市
長
と
し
て
は
も
ち

ろ
ん
、市
議
の
時
代
、さ
ら
に
は
、

子
ど
も
の
頃
、
父
と
一
緒
に
、
当

時
地
下
に
あ
っ
た
食
堂
を
利
用
し

た
こ
と
な
ど
、
沢
山
の
思
い
出
が

詰
ま
っ
た
場
所
で
も
あ
り
ま
す
。

　

そ
れ
だ
け
に
現
庁
舎
の
解
体
は
、

少
し
寂
し
い
気
も
し
ま
す
が
、
耐

震
性
の
高
い
安
全
で
使
い
や
す
い

新
庁
舎
の
建
設
は
、
市
民
サ
ー
ビ

ス
の
向
上
と
災
害
に
強
い
ま
ち
づ

く
り
、
そ
し
て
、
蕨
の
未
来
へ
の

発
展
に
と
っ
て
大
変
重
要
な
事
業

で
す
。
今
後
、
12
月
か
ら
現
庁
舎

の
解
体
工
事
、
そ
の
後
の
建
設
工

事
を
経
て
、
３
年
後
の
令
和
５
年

秋
に
新
庁
舎
が
完
成
す
る
予
定
で

す
。
そ
の
間
、
市
民
の
皆
さ
ん
に

は
ご
不
便
を
お
か
け
し
ま
す
が
、

こ
れ
か
ら
も
市
長
を
先
頭
に
職
員

一
丸
と
な
っ
て
市
民
の
幸
せ
の
た

め
全
力
を
あ
げ
て
ま
い
り
ま
す
。
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々
が
専
門
分
野
を
講
義
し
、

語
り
合
う
蕨
の
グ
ル
ー
プ

「
笑わ

楽ら

日び

塾じ
ゅ
く

」（
会
員
は
40
代
か
ら

80
代
男
性
14
人
）が
、８
月
か
ら
月

１
回
、Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ（
動
画
配
信
ツ
ー

ル
）
で
、「
包
丁
と
砥と

石い
し

」、「
大
名

庭
園
」
な
ど
の
講
座
を
無
料
配
信

し
て
い
ま
す
。
そ
の
企
画
を
発
案

し
、
配
信
を
支
え
る
の
が
内
田
茂

さ
ん（
71
歳
・
中
央
１
丁
目
）で
す
。

　

Ｉ
Ｔ
企
業
で
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
な

ど
の
研
修
を
行
っ
て
い
た
内
田
さ

ん
。
退
職
後
は
培
っ
た
ス
キ
ル
を

生
か
し
て
、
中
央
公
民
館
の
パ
ソ

コ
ン
支
援
隊
な
ど
の
地
域
活
動
を

始
め
ま
し
た
。
活
動
の
縁
で
、
一

昨
年
「
笑
楽
日
塾
」
の
会
員
に
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
更
新
を
担
当
し
、

塾
の
魅
力
を
発
信
す
る
こ
と
で
、

加
入
者
も
増
え
て
い
き
ま
し
た
。

広
報
蕨
　
八
四
〇
号
　
令
和
二
年
十
一
月
一
日
発
行
　
毎
月
一
回
発
行
　
印
刷
・
㈱
秀
飯
舎

広
報
紙
に
載
っ
て
い
る
写
真
を
希
望
者
に
差
し
上
げ
ま
す（
一
部
を
除
く
）　
秘
書
広
報
課
広
報
広
聴
係
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い

ひと
｢笑楽日塾｣ 塾生

内
うち

田
だ

 茂
しげる

 さん

各

蕨の専門家講座を世界に発信

　

と
こ
ろ
が
、
２
月
か
ら
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
が
拡
大
。

外
出
自
粛
で
仲
間
が
集
ま
れ
な
い

な
か
、
内
田
さ
ん
は
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
に

よ
る
オ
ン
ラ
イ
ン
会
合
を
提
案
し
、

高
齢
で
不
安
が
あ
っ
た
人
も
、
丁

寧
な
フ
ォ
ロ
ー
で
操
作
に
慣
れ
、

そ
の
便
利
さ
に
目
を
開
き
ま
す
。

　

仲
間
の
反
応
に
手
応
え
を
感
じ

た
内
田
さ
ん
は
、
コ
ロ
ナ
下
の
新

た
な
活
動
と
し
て
オ
ン
ラ
イ
ン
講

座
を
企
画
。
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
の
配
信
手

順
を
整
え
、
入
念
に
リ
ハ
ー
サ
ル

を
行
い
ま
し
た
。
市
内
ケ
ー
ブ
ル

テ
レ
ビ
で
の
放
映
も
決
定
し
て
追

い
風
が
吹
く
な
か
、
全
３
回
の
ラ

イ
ブ
配
信
は
、
海
外
を
含
む
延
べ

１
０
０
人
以
上
が
視
聴
。
後
日
テ

レ
ビ
を
見
た
人
も
感
想
を
寄
せ
る

な
ど
、
反
響
を
呼
ん
で
い
ま
す
。

　
「
彼
の
お
か
げ
で
内
輪
の
集
ま

り
が
外
の
世
界
と
広
く
つ
な
が
っ

た
」と
、塾
長
の
荒あ

ら

井い

貞さ
だ

夫お

さ
ん
も

信
頼
を
置
く
内
田
さ
ん
。
来
年
に

は
自
身
の
講
座
も
予
定
し
て
い
ま

す
が
、
ま
ず
は
黒
子
に
徹
し
て
動

画
の
内
容
を
充
実
さ
せ
、
よ
り
多

く
の
人
に
届
け
る
の
が
願
い
で
す
。

　

最
新
の
講
座
「
鉄
道
の
は
じ
ま

り
」は
、12
日
に
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
で
配
信

予
定
（
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
で
後
日

放
映
）。
画
面
の
奥
に
は
、
柔
和

な
表
情
で
配
信
を
支
え
る
内
田
さ

ん
を
感
じ
ら
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

Ｚｏｏｍの動作を確認する内田さん

Kawanabe
yosa

i

　

錦
絵
「
暁
斎
楽
画
」
シ
リ
ー
ズ
か

ら
、
暁
斎
の
親
友
の
ひ
と
り
で
「
暁

斎
絵
日
記
」
に
も
よ
く
登
場
す
る
剣

豪
・
榊さ

か
き

原ば
ら

鍵け
ん

吉き
ち

（
１
８
３
０
︱

１
８

９
４
）
を
描
い
た
１
枚
で
す
。
鍵
吉

は
直じ

き

心し
ん

影か
げ

流り
ゅ
う

の
達
人
で
、
維
新
後
に

は
撃げ

っ

剣け
ん

会か
い

を
開
い
て
士
族
の
活
躍
の

場
を
拡
げ
た
ほ
か
、
明
治
天
皇
の
天て

ん

覧ら
ん

試
合
で
兜か

ぶ
と

割わ
り

を
披
露
し
た
こ
と
で

も
有
名
で
す
。
暁
斎
が
描
い
た
本
作

で
は
、
鍵
吉
が
常
に
愛
用
し
て
い
た

鉄て
っ

扇せ
ん

を
手
に
夜
中
の
山
中
を
颯さ

っ

爽そ
う

と

闊か
っ

歩ぽ

し
、
巨
大
な
狒ひ

ひ々

や
骸が

い

骨こ
つ

た
ち

は
驚
き
恐
れ
入
っ
て
い
ま
す
。

河
かわ

鍋
なべ

 暁
きょう

斎
さい

天保２年（1831）
～明治22年（1889）

現在の茨城県古河市
に生まれる。浮世絵
や狩野派を学び、江
戸・東京の庶民から
人気を博す｡ 明治９
年､ 万国博覧会に肉
筆画を出品。14年、
内国勧業博覧会で日
本画の最高賞受賞。
娘の暁翠も日本画家。

─No.54─

暁斎筆
「暁斎楽画第二号　榊原健吉山中遊行之図」
明治７年（1874）　大判錦絵（正しくは鍵吉）

本
作
品
は
現
在
の
展
覧
会
で
御
覧
い
た
だ
け
ま
す

天才絵師の作品

蕨にあり

河鍋暁斎記念美術館　開催中
｢《新富座妖怪引幕》完成140年記念　暁斎の妖怪画」展
同時開催・特別展 ｢暁斎と同時代の画家たち」展

展覧会の詳しい
内容は美術館の
ホームページを
ご参照ください

開　館＝午前10時～午後４時
休　館＝木曜日、毎月26日～末日
ところ＝南町４-36-４
入館料＝一般600円　高校生・大学生500円
　　　　小・中学生300円　65歳以上500円
　　　　※�65歳以上の人は年齢の分かる物、学生は学生証

をご提示ください

詳　細＝同館（緯441・9780）

輝

いて
ます


